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wasmaintaineduntilthe4thdayaftertheemer一

gence. Undertheconditionsofartificialillumi･

nation (16-mrs.light,8-hrs.dark),however,

matingactivitywassharplydeclinedonthe4th

dayaftertheemergence.

Matingbehaviorsofthemothsarecharacteri･

zedbycallingoffemalesandmatingdanceof

males. Presenceofmalemothswasnotneces-

saryforexhibitionofthecallingbyfemales.

Matingdanceofmales,however,occursunder

thepresenceofafemalewllichisinthecalling

Position.Furthermore,synchronizationofmating

activitiesinfemaleandmalemothsisapre･

requisitetothesuccessofmating.

Thefactthatmethylenechlorideextractof

virginfemalemothselicitedancharacteristic

matingdanceofthemalemothswasindicating

secretionofasexpheromonefromthefemales.

Thisextract,atanamountfrom 1米lo-dto1x

lO~5femaleequivalent,caused5to10,Oo'ofmales

torespond.

AttractiyenessofBlack･light,VirgineFemaleandSexPheTOmOnCExtractfortlleSmaller

TeaTortrix,AdoxophuesoranaFiSCherYonR6sler8tamm. YoshioTAMAKI,HiroshiNoGUCl1(

andTakeshiYUsHJMA (NationalInstituteofAgriculturalSciences,Nishigahara,Kita.ku,

Tokyo)Received.May6,1969.BoEyu･Kagaku,34,102,19691(withEnglishSummary106).

12.コカクモンハマ牛に対するブラックライ ト, 処女 雌 および性 フェロモン抽出牝の誘引

効果 玉木tL労 ･野口 浩 ･捌 鴇 雌 (出林省農業技術研究所)44.5.6受理

コカクモンハマキ堆成虫に対すろブラックライト, 処女雌, およびPd'者tJF用の誘引効果を訂.q生し

たh11'凪 処女qEqi用に比較してブラックライト印用および両者併用の効米が大きかったが, ブラッ
クライト叫川とTLfd'者併用の間には有意差三が認められなかった.
ブラックライトに飛来するコカクモンハマキ成虫の誘殺曲線における雄のピークは午前2-4時

に.Wめられ, これは処女DqEililf]の トラップ-の誘殺曲線と一致することから, 雄の交尾活動の現わ
れであると考えられた.

ノ･J･レンクロライドによる処女雌からの性フェロモン抽出物は野外においても蛾に対する誘引性

･'J:イすすろことが示された.この誘引性は生存している処女雌と同等の効果をもち,その効火は24時

rLt)晩にも的火していなかった.

イラクサキンウワバTrichoL)Lusfaniの雌成虫の確

に対するに位が,光の存在によってこの光に対する疋

位に変換 されることが椛認 されて以来 (Shorey&
Gaston,1965).数超の昆虫で処女雌とブラックライ

トの組合わせの誘引効果が検討され,その有効性が示

されていろ (Henneberry& Howland,1966;He･

nneberryら1967a,b;Hoffmanら,1966;Guerra

& Ouye.1967;i馴ら･野口,1968).

コカクモンハマキ Adoxo♪hyesoranaF.VON R.

については.その雄の交尾行動が雌の生産する性フェ

ロモンによって併発されることが溢内試験の純米から

明らかとなった(玉水ら,1969).水和ではコカクモン

ハマキに対するブラックライトと処女雌のDf･FHの誘引∫
効栄と,性フェロモン抽出物の野外における誘引性に

ついて調査した結架について報LIE;･する.本文に入るに

先立ち,この試験を行なうにあたってお世話いただい

た農林省茶業試験場の金子武博士をはじめ虫害研究室

のかたがたに深く感謝する.
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胡料と方法

鵬試虫 :茶樹に相生 していたコカクモンハマキな

Tamaki(1966)の方法により盤内で継代的に大出飼

育しているものを用いた.雌雄の区別は丸印jに行なっ
た.誘引試験および性フェロモンの地山に用いた碓城
虫はいずれも羽化後1-2日目の未交尾のものである.

性フェロ.モンの抽出:雌成虫を再論.qfこよって約出

したメチレンクロライドに浸放し,5oCに数日IltJ放出

した後,虫体を磨砕することなくそのまま吸引汐他 し

た.汐i紋はロータt)-エバポレーターによって30oC
以下で渋紙し,lmLが20政 の雌抽出物を含む桁紋を

訓如し,仙川時まで5oCに冷蔵した.

トラップ:2班域の基本型をもつトラップを作出し

た.その1は.径30cm,深さ15cmのプラスチック

製九州を針金によって木板 (6×28cm)に朋起したも
のであろ く郡1図A). この木板下面には6Wのブラ

ックライトを固定し,上面には処女雌を収容した網縦
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Fig.1.Tl･aPSformalenlOthsofthesmaller
teatortrix.

A,Tub-typeblack-lighttl･aPbai一ed

withvll･glnfemales,

B,Cylhder-typestickyt1-apbaited

withsexpllel･0111011eeXh･act.

を閉止できるようにしてある JL的PJには洗剤を桁P.'7･t･
させた水を入れ.誘引された成虫の逃亡を防いだ.こ

の トラップを以後水解 トラップと称する.その 2は厚

紙を‥'〔稚85cm.Llさ27cmのFIJmlH犬にy=*き.この

rl]冊の中火部にfhlIllO.網製の丸純を41i]7･し.この小に

処女雌または柚.lH.物を合まさせた脱胴鮒を入れるよう

にした.厚紙矧 1｣冊の相称こはタンゲル7- 卜(I/:YI:

タンゲル徴)を均 ･に韓 (r-1'した(an,'lll<tB).このJl;11の

トラップを以後ltJ筒 トラッフと称する

はJiJ,.試験 :出植竹茶業試験qwl,のは切をLiLiJ11し19684l=
8)j3日-8ノ1711に行なった.この時)帥まコカクモ

ンハマキIjn,13flE.代の発蛾投戚IUlに ･致していた.

ブラックライト 処 /L'雌おJ:び両E.L)f‥用の効果の調

付 こは水解 トラッ7を仙川した.いずれの処理 も3回

の くり返 しとし.合.it･9点の トラップを各 トラップ問

抑那を50mとし.ラテンJJ桁法にもとづいて押己iFyル た
トラップ目地.払rJlはU､ら1-1.5mに冊定したが,各 ト

ラッフ地点の茶樹の樹lL.I.･Ju ･止 してないので茶樹摘採

ETfか らトラップまでの抑那 も ･止ではない.さらに各

トラップ地J:Jlの茶棚のl̀il】l印および化立法 もrTij-ではな

い.これ らのことか ら終 トラップ地ノ.J､iにおけるコカク

モンハマキの誘殺教にtE,･1抑こよる芹が/I:.ずることが 考

えられたので,/it処理がTT:A.芯の トラップ他 .I:tに 1回ず

つ副われるようにして3川ITqの くり返 しを才J'なった.

すなわち'ji処PIlともlH3llり3EIF7Edの くり返 しで介計

9回のJq街を才iなった.なお,班m した処 /J雌は トラ

ッ7､-'lり50ijllとし.ifj日新 らしい個体と交換した

油 日.物の,;Tj･jト効Lにはlり筒 トラッフを川いて.試験 した

仙川したIT'tl･刷上(l'.米耶成^t.相で桝ll■JJは約 1mであった

トラッフは株r川に竹 ざおを川いてIulRlnlか ら約 1mす

なわち炎株のJtH･滞楢揺lfH'とほほY'l･/tjしたイ1'/:irJIにIlt.l起

した.

結果と考察

1. フラックライト 処 /A:雌および両者()描:Jの誘引効

米

ブラックライト,J4UL-雌および両者仇.用の各 トラッ

フによるコカクモンハマキ雌成虫の誘殺数を第 1表に

まとめて示す.3川川の､l/･yp-J伯を止 ると処女雌50頚に

よる誘引効nluHllトラッ7､E/lり碓11･7iiliであった

が,ブラックラ イトIlWJわよぴこれに50iihの処 :J雌を
I)r-lTlした場合はそれぞれ雌132.3iJA および1356if-Liと

なっている./JIl'Ful折の鮒火処女粥川 川に比較してブ

ラックライト叩川および納れ)川1の効果はイ｣芯に'恒 ､

ことはIylらかであったが.ブラックライト111･JTlとこれ

に処女雌を刷 tル た もののZllltJにはイJ.71.-Jl'.が認められな

かった.さらにF,'Y畑な分析の結凪 これ ら処州L"lJの効

果が｢=こよって変化す る帆lllJが仏険率500水叩=･で認め

られた すなわち,ブラックライ トと処 :LL'叫EをI)t.Jnす
ることにより,qH EIではIyJらかに.;別 l効i41の州人が

Tablel･Meannumber･sofma)eandfemaleorthesmaHerteatortrixcaught
intr'apsbattedwith50GagedvirglnremalesandinblacklllghHraps

(6-､V)withandwiい10LlL50Gagedvirginremales.

1),ly
lsL 2nd 3rd

Ma)e Female Malc lTenla)e Male Female

Vil.glnFemaleonly ll.7 0 1LI.3 0.7 9.0 0.3

Black-lightwlthouLfemalcs 59.0 19.0 224.0 35.0 114.0 63.3

Black-lightWithremaIes lO5.3 33.7 2JIO3 54.3 61.3 32.3
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認められているのに.耶2日ではこれがほとんど認め

られず.郡3日にはむしろ効果の逆転が起っていた.

このような効果の変動憤向がそのときの天挟条作によ

ろのか.あるいはコカクモンハマキ雄成dlの行動上の

性TIlこ変化が生じているのか別れ:のところは不明で

ある.

処女雌とブラックライトのOFlT]によろ誘引について

は現在までに数群のりん細目昆虫について湘JI紬,'ある.

これらの結果を詳細に検討することにより,処女雌と

ブラックライトの併用効果には4群の猶があることが

考えられろ.

郡Ⅰの型は処女確とブラックライトの併用効果がそ

れぞれの相川における効果を111純に加許した伯よりも

はろかに大きな効果をもたらす場合である.この型の

昆虫の場合脚11用では雄の誘枚数がきわめて少ないか,

またはしばしばまったく雄を捕えろことができない.

イラクサキンウワバ (Henneberry & Howland,

1966),スズメガの一群 (Hoffmanら,1966)および

アメ1)カシロヒトT)(捌約･野口.1968)がこの型の

例である.いずれも処女雌とブラックライトのOFJTl効

矧 ま各村mの加界他の10-30(tLY･の効果を示している.

郡tの軌ま処女雌とブラックライトのt)F･用効果がそ
れぞれの叩用効果を叩純に加許した程度の他を示すも

のである.この場合,それぞれのm用でいずれもほぼ

同程度の数の蛾を誘殺している.ワタノアカミムシ

(Guerra&Ouye,1967)がこの型の例である.また,
処女雌相川の場合の成約がないので詳細は不明である

が Hcn-othisvfrcscens(F.)(Hendricks,1968)ち

おそらくこの型に入るものと推察されろ.

第Ⅱと節Ⅳの型は処女雌とブラックライトのtJf用効

果が処女稚あるいはブラックライトのいずれか一方の

蝉用の場合とはば同等の伯を示す場合である.この場
合処女雌とブラックライトのいずれの効果が大きいか

によって2つの塾に分けられる.すなわち節Ⅷの型は

ブラックライトに比校して処女mfli用の効果が非常に

大きく,ブラックライトと処女雌Of用の効果が処女雌

叩用の効果とほとんど変りない場合である.ハスモン

ヨトウの場合 (捌ぬら,1969)がこの型を示す.耶Ⅳ

のg.は.郡m狩ほ は逆にブラックライトの誘引効米が

きわめて拓く,処女雌とブラックライトのLJfm効製が

ブラックライト叩用とほとんど変らない場令であり,

本鞘で述べたコカクモンハマキが この要叫をホしてい
る.

雌成虫または作フェロモンの榔成山に対する諾別t性

が光の存在によってTrは るという別射こついては.光

エネルギーによるフェロモン分子の蜘凪こよる.調5引効

果の増大と,誘引された碓成虫柁眼の明適応による代
物行動の停止という両から説明したCallahan(1967)
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の説は興味深い.しかし,上に述べたように光と処女

雌との組合わせの誘引効果は昆虫の種によって異なっ

ており,これはそれぞれの托虫の)に光性,性フェロモ

ンの活性瓜 椛成dlの1-1秒 r･･絹.および交尾行動など
のいろいろな粂作によって決起されろものであると考

えられる.

2. ブラックライトによる時刻別.TJ糊 銃と交Ji活動時

刻
校行附 むlLの.'J的 灯への飛来故の時rl.T)的経過は.そ

の昆虫の夜間にわける飛rJtTj動の一つの表われである
と考えられろ.したがって誘殺曲線の研抑 よその昆虫

の活動性についての盃要な知見を与えるはずである.

コカクモンハマキの誘殺灯への飛来時刻については

すでに南川 (1953)によって調査された.20W青色懲

光灯への飛来はE]投tEi後と年前3-4時との2つの時

仰脚こピークが見られ.肌抑こは岬が多く後者には雄
が多いことが判っている.

郡2図はブラックライトと処~IL雌のF5引効果を検討
するために-投出した水慾!トラップへの飛来銃を脚 .fjlr)

に示したもので.データは3桐のトラップの合計肌の

3日Wの平均である.同からわかろとおりナラックラ

イトへの飛来時刻は雌椛によっでY.:しく穴なる.すな

わち雌は20-21時に位も飛来が多く,その後は時間の

経過とともに滅少していろが.粗 ま夜明け前の2-4時

の問に最も飛来故が多い.このデータは粥川(1953)の

観察を確認するものである.

節2図には処女恥こ誘引される封との数の経時変化も

示してある.50現の処女雌を収辞した網mlを同定した
水盤 トラップへの蛾の.TJ5枚故は2-4時にJaも多かっ

た.すなわち椛の交TatT.]･脚 t'i刻は2-4時であり,ブ
ラックライトへの椛の訪独tft緑のLJ-クは椛の交凪活

動を示すものであると巧えられろ.この時刻における

ブラックライトへの確の飛来は非'Il'ffこ少なく,雌はこ

の時刻にはほとんど飛行しないと考えられる.このこ

とは交尾活動期の雌がいわゆる callingpositionを

とり一種の静止状倭にあるという観察結果 (玉木ら.

1969)と一致する.なおブラックライトへの確の誘殺

曲線における20-21時のピークは,この時刻における
雌のtrJ･発なきFI.動を示すものと考えられ,羽化場所から

交Fi噺rTへ.あるいは交何場所から産卵場所への移動

時刻としての.ltZ味をT.T3つと瓜われる.

3. 雌に対すろフェロモン抽冊勿の誘引効果
コカクモンハマキの椛の交Ii行動が雌の放出する性

フェロモンによって允･TF･発されろことは窒円における観

邪の紙nlから明らかとなった'(Ti木ら.1969)が,この

TJり三をさらに野夕日こおいて火証すろために円筒トラッ
プを用いて試験を行なった.その純架を要約して邦2

誠にホす.各処刑!はいずれも3桝のくり返しとし.そ
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Fig.2.Numberofmaleandfemalemothscaughtintrapsfor
eachone･hour･periodofnight.
A.Femalescaughtinblack･light･traps.
B,Malescaughtinblack･light･traps.
C.Malescaughtinvirginfemale･traps.

Table2.Fieldtestsoftheattractivenessofsexpheromoneextract
andvirginfemalesbymeansofcylinder･typetrap.Mean
valuesofthreereplications.

Treatment

Experiment1

Extract,100equivalent

Residue,100 equlValent
ControI

Experiment2

Extract,100 equivalent

Virginfemales,50
ControI

Exberiment3

Extract,100equivalent

Extract,100 equivalent,after24-hours･exposure

の平均を示した.

.試験 Ⅰは処女雌100頚に相当する柚.llほ勿とその班派
について検討しT=ものである.そのfJ.=黙抽Ill物は22孤
の椎を捕えたが.その班班はわずか1流しかtInえなか

った.すなわちコカクモンハマキ雌成dlの牲フェロモ

ン抽Hl物は野外においても碓成dtに対して誘引Fl三を示
すことが明らかとなった.同時にこの場合の抽出法お
よび抽ilI効キミが消兄すべきものであることが示され
た.

No.captured/trap/night
Male Female

22.0 0

I.0 0

1.3 0.7

30.0 0

15.0 0

0 0

15.7 0

7.7 0

訳験 Ⅰは抽Ell物の効果を処女雌と比較したものであ
ち.処女雌100頭に相当すろ拙Ill物の誘引効邪は,也

71-･している処女雌50頭の誘引効果の2倍の肌を示した.

すなわち抽出された性フェロモンはび三TJ･;している処女

雌とまったく同等の誘引効架をもっていることが明ら

かである.

また..このtl･'.フェロモンの誘引効果は脱月旨綿に浸み

こませた状頂で髭配下24時間経過した後でもかなりの

効果を有していろことが試験1の結果から明らかであ
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ち.Wolfら (1967)はイラクサキンウワバの性フェ

ロモンの活性有効期間が折紙に附著された状闇では7

時間しかないことを述べている.コカクモンハマキの

性フェロモンはこれに比較して有効期間が長いとも考

えられるが.この点に関しては性フェロモン抽出物の

純度および吸宕剤の種類によってその有効期間は大き

く変わることが想像されるので純粋な性フェロモンを

用いた詳細な検討が必要である.
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Stlmmary

Effectsofblack･light,virginfemalesandtheir

combinationsonattractivenesstothesmaller

teatortrix,AdoxoZIhycsoranaFischervonR6S･
lerstamm,wereevaluatedinateagardenin

Shi2:uOkaPrefecture. Experimentswerecon･

ductedthreetimesinthefieldinLatinesquare

designsof3rep一ications.Tub･typetrapsfitted

witha6-wfluorescentblack･lightlampsbaited

with50virginfemalescaughtmorematesthan

thetrapsbaitedwith50Virginfemaleswithout

black･lightlamp.Attractivenesstomalemoths

wasnotdifferentbetweenbaitedandunbaited

l

From thenumberofindividualscauglltin

black･1ighttrapsfor each one･hour･periodof

night,flightactivityofmalemothsattained

maximum betweem2:00a.m.and4:00a.m.

Numbersofmalemothscauglltinthetraps

baitedwithvirginfemaleswithoutthepresence

ofblack･lightshowedhighvaluesbetween2:00
a.m.and4:00a.m.,whenthematingactivityof

thesmallerteatortrixbecameamaximum.

Thus,flightofmalemothsindawnwassug･

gestedtobeamatingbehaviorofthemales.

Attractivenessofsexpheromoneextractwas

examinedinthefieldbycylinder･typesticky

traps.Thetrapswithmethylenechlorideextract

of100femaleequlValentcaughttwiceasmuch

numberofmalesastrapswith50virginfema一es.

Sexpheromoneextractplacedinabsorbentcotton

retaineditsactivityforatleast24hoursunder

theroomtemperature.


